
 私がいるところでは皆さんに笑顔でいてほしいと

思っています。相手の喜ぶ様子、特に笑顔が好きで

すね。自分も笑顔じゃないと相手も笑顔にならない

と思っているので、体調を良くすること、いつも笑

顔でいることを心がけています。自分にとっては当

たり前のことなので特に無理はしていません。自然

にできているのは有難いですね。 

 以前は介護老人保健施設に勤めていました。人

が好きだし、お世話をするのも好きなので、介護

職はとても自分に向いている仕事だと思いまし

た。その施設で働きながら介護福祉士の資格を取

りました。 

 入社のときには「太陽に向かって咲くひまわりの

ように、元気印の山﨑です。皆さん、よろしくで

す」と挨拶しました。それを覚えてくださった方も

いて「あなたがいると元気になる」という言葉もい

ただきました。 

 声をかけられたら喜んでというのが私の信念で

す。声をかけてくださった方の気持ちを大事にした

いから「喜んで」という思いで引き受けています。 

 PTAの役員など、なり手がいなくて困ることも多

いですが、だからといって「あみだくじで決めま

しょう」とするのは嫌なので、場がシーンとなった

ら「はい、私がやります」と手を挙げます。 

 幼少のころからこういう性格でした。幼稚園のお

遊戯会では、自分のパートだけでなく他の子のパー

トも全部覚えて、もし休んだ子がいたら代わりにそ

のパートは全部入っていましたね。当時から「誰か

が困るのは嫌だな」という思いがあって、空きパー

トがあると先生が困る、それなら代わりに私ができ

るように他のパートも覚えようという感じでした。 

 そのころから人が好きで、頼まれると「喜んで」

という気勢が自然に確立したものになっていったの

でしょうね。

太陽に向かって咲くひまわりの 

ように！いつも笑顔で、元気に 
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自分ができることで補いたい 
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 何事も前向きでないと進まないと考えています。

もちろん落ち込むこともありますが、そこからどれ

だけの速さで上を向くか。自分の人生は一度しかな

いから、時間を大切にしたいですね。今日（取材の

日）もこんな良い機会をいただいて、心がわくわく

しています。  

 「忙しいのにすみません」と言われたら「いいよ

いいよ。全然楽しんでいるよ。忙しいのは皆同じで

当たり前だから。今日を楽しんでね」と伝えていま

す。たとえ頭と体はフル回転していても、笑顔で接

することを心がけていますね。心の中では走ってい

るかもしれないけれど…(笑)。 

 子育てをしながら仕事をしていましたが、子ども

が小さいときから「お母ちゃん、あのね」という呼

びかけには「今料理してて忙しいから向こうに行っ

てなさい」などと言わず、その場で向き合うように

していました。この子の「あのね」は今しかないと

思い料理する手を止めて、子どもと目線を合わせな

がら「どうした？」「それは良かったね」と必ず返

事をしました。 

 言われた人がどう思うか、その言葉に傷つかない

だろうかと常に考え、自分が言われたくないこと

は、相手に対しても絶対に言わないようにし

ています。それは子どもに対しても同じで

す。子どもにも人権があります。志免町には

子どもの権利条例もあるのですから、生まれ

たときから一人ひとりに人権があるんだよと

いうことを、もっとたくさんの人に意識して

ほしいですね。 

 また、高齢者や認知症の方の人権や尊厳も

大切にしてほしいと考えています。誰も下の

世話はしてほしくない、お食事の介助をして

ほしくない、洋服を着替えるのも、お風呂に

入るのも全て自分でしたいはずです。私も最後の日

まで自分でしたいと思います。でも、やがて自分で

はできなくなっていく。 

 認知症の方には、その方の生きてきた歴史があり

生活歴もあります。それを認め受け止めて、そこに

尊厳を持たないといけないと考えています。 

 人の世話になりたくないから困っていると言えな

い、相談しづらい高齢者の方も多いと思います。何

かお役に立つことをしたいですね。 

 認知症で困っている人は志免町にもたくさんい

らっしゃるでしょう。あるいは病気であることを隠

している、また身内にいらっしゃる方もあるでしょ

う。本当に困っている人がもっと気楽に「困っとっ

ちゃんね」と言うことのできる社会になってほしい

ですね。 

  

 面倒だと思われることを喜んで引き受けるという

山﨑さんの姿勢は、困っている人にこそ寄り添うと

いうボランティアの本質に触れた気がしました。 

 そして「面倒くさい」という言葉が、志免町で最

も似合わない人なのだと思いました。 

 

取材を終えて 

気忙しいと思われないように 

ゆったり構えて、心の中で走って 
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